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近年の保育現場においては「気になる子」あるいは「ちょっと気になる子どもたち」
や「気にかかる子ども」「気がかりな子」などの言葉が日常的に聞かれるようになっ
て久しい。こうした子どもたちに対してどのように保育を進めていくかということ
が，現在，保育現場の抱える大きな問題となっている。
この「気になる子」という言葉は，もはや保育界においては 1 つのテクニカルター
ムになったといっても過言ではない。ただし，こちらも保育界でよく使われる「共
感的理解」や「見守る」といった言葉のように，「気になる」という言葉も包括的
でかなり抽象的なものである。よって，その「気になる子」という捉え方も人によ
り様々である。こうしたことを反映するかのように，「気になる子」とは一体どういっ
た子どもたちであるのか，また，保育者はどういった点が「気になる」のか様々な
研究によって検討されている。
例えば，五十嵐・芦沢・浜谷（1999）は保育において「気になる子」を次の A
～Eの 5種類に分類している。すなわち，A衝動タイプ；気に入らないことがあると，
突発的に物を投げたり，パニックを起こしたり，泣きわめく。B 集中困難で落ち着
きのないタイプ；すぐに気が散り，保育者の話や指示を聞くことができず，活動に
長い間従事することが困難。C 指示待ちタイプ；生活習慣や活動に関して，保育者
が個別に促さないと取り組まない。D 人の注目をひこうとするタイプ；保育者や他
児の気をひこうとするために問題行動を起こす。E 固執タイプ；ある活動や行為に
固執し，それをずっと行う。さらに，AからEのタイプに共通する問題として，コミュ
ニケーションや言葉の発達に関係するものがあるということも報告している（渡邊，
2006）。
五十嵐ら（1999）の A タイプ B タイプである「多動で落ち着きがなく，勝手に
保育室を飛び出したり集団から離れていく」「乱暴，衝動的で周囲とのトラブルが
絶えない」など，いわゆる反社会的な行動傾向を示す子どもについて，多くの保育
者はいわゆる何か障害等があるとは思えない，ただ漠然と「他の子どもたちとは
ちょっと違うような気がする」といった印象を持っており，それゆえに「理解でき
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ない」「気になる」となるのではないだろうか。
このような「気になる子ども」の中には，発達障害を持つ子どもたちもいれば，
その疑いのあるグレーゾーン，ボーダーラインの子どもたちもいるであろう。また，
保護者の養育態度に問題があるために気になる行動を示している子どもたちもいれ
ば，あるいはただ単に生活体験の乏しさから他の同年齢の子どもに比べて気になっ
てしまう子どももいると考えられ，様々である。ただ 1 つここで言えることは，
同じ平均からの逸脱であっても，人より何かができるとか，何かをすることが上手
い早いといった，プラス方向のものが「気になる」とされることはほとんどないこ
とは確かである。
さて，こうした「気になる子」が自分のクラスの中にいると，今度は保育者がい
ろいろな面で落ち着かなくなるものである。吉村（1999）は保育者の「気になる子」
に対する「幼児理解」においては，「困惑感因子」と「不安感因子」が抽出される
ことを明らかにしている。すなわち困惑感因子とは，幼児の「気になる点」に保育
者がネガティブなイメージを持っており，彼らは園だけでの問題ではなく，かつ周
りにも影響を与えるようなことであるという，改善に向けての困難さを保育者が感
じているかどうかに関わっていた。他方，不安感因子は保育者自身の取り組みや幼
児との関係について，不安を感じているかどうかに関わっていた。吉村（1999）
によると，保育者は「気になる子」の気になる点を分析的にみたりするのではなく，
保育者自身との相互関係の中で問題や幼児像を理解していると結論付けている。
つまり，保育者の「気になる子」への感じ方については，今一つその子のことが
「よくわからない」，「どうして」「なぜ」といった感情からくる理解しきれないもど
かしさ，また一方では自分の言うことを聞いてくれない聞き分けのない子どもに対
するイライラ感，どう関わっていったら良いのかよくわからない焦燥感などが含ま
れているのであろう。したがって，「気になる子」を気にするということは，その
子のその後の発達や集団生活での適応を気遣っている側面もあれば，自分の意図す
る保育にとって不都合であったり，援助の具体的方法を見出せなかったりと，様々
な事柄がそこに絡んでいる。
さらに，嘉数・財部・上地・石橋（2007）は，沖縄県 G 市の公立・私立保育園
保育士に対して調査を行い，気になる子が増加した原因として「親の養育態度」「生
活リズムの変調」「社会の変化」の順に認知していること，気になる子の問題解決
の方法としては「保育者間の連携」「保護者との話し合い」「園全体での事例検討」
であることを明らかにしている。ただし，ここで彼女らの研究結果をやや異なった
見方で捉えるならば，既述した気になる子が増加した原因として「保育者の力量不
足」という項目の選択率が全 17 項目中 15 位，「その他」の項目を除けば下から 2
番目と極めて下位に位置づけられていることは注目すべき点である。アンケートの
質問内容が「増加の原因を回答せよ」という意味合いであったので，外的な要因に
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帰属しなければならないと解釈されたのかもしれないが，保育者は気になる子が増
えたとしつつも，その原因を自分たち自身の関わりのまずさを振り返ったり，その
方面の知識不足に求めることはあまりせず，外の要因のみに求めていることに対し
て筆者は驚きを隠しえない。ここに保育現場における「気になる子」についての問
題が，1 つ潜んでいるようにも思われる。また，こうした問題の解決法も既述した
通り至極当然のことばかりが選択されており，大学等の専門機関をも含めたコンサ
ルテーション，コラボレーションの発想がないことも現状を変えられない 1 つの
根深い要因であるように思う。
以上のように「気になる子」とは何か，およびそれに伴う保育者の問題点が徐々
に明らかになってきている。しかしながらこの方面の研究はまだまだ始められてき
たばかりである。そこで本研究では，過去の様々な研究と同様に，気になる子につ
いて「何がどういった点において気になるのか」その基礎的資料を提供するために，
保育者を目指す学生が実習等で出会った「気になる子」および問題とする具体的事
柄を明らかにし，その内容・傾向を分析することを目的とした。
方　法
（１）被調査者
S 短期大学幼児教育科に所属する学生 196 名（1 年生 96 名，2 年生 100 名）に
対して下記の調査を実施した。なお，この S 短期大学はすべてが女子の学生である。
調査を行った時期は，1 年生に関しては夏休みの自主体験実習および幼稚園での教
育実習を 1 度体験した後であり，2 年生のほとんどは 2 度の幼稚園教育実習と保育
所や施設からなる 3 度の保育実習を終えた者である。なお，「気になる子」や発達
障害等を具体的に学ぶ『障害児保育』の教科目についてはカリキュラム上，2 年生
での履修となっている。
（２）調査内容
調査内容は無記名とし，幼稚園や保育園での実習（既述した自主体験実習も含む）
において「気になる子」が存在したかどうか，存在した場合はその子どもの性別と
年齢も記入させ，さらにどのような点が気になったのか，自由記述を求めた。「気
になる」とは包括的で抽象的な言葉であり，なかなか文章として言い表すことは難
しいとも思われるが，学生の実感を起点とした基礎的資料を得るために，本研究で
は敢えて自由記述とした。
なお，その「気になる子」について，具体的な回答を求めるためには吉村（2003）
や肥後（2001）などを参考にして，次のような説明文を用いた。『幼稚園，保育園
実習をして（自主体験も含む）子ども達と過ごした中で，障がいがあるために“気
になる子”や障がいがあるという訳ではないけれども，なんとなく気になる子に出
会ったと思います。実習中に“気になる子”に出会いましたか？』。これに対して「は
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い」「いいえ」「分からない」の選択肢を設け，当てはまる箇所に丸をつけるように
させた。
（３）手続き
2008 年 11 月に 1 年生，2 年生それぞれに協力を求め，必修科目の授業時間の最
後に集団形式で実施した。実施時間は概ね 10 分前後であった。
結果と考察
（１）「気になる子」の有無について
「気になる子」が「いた」と回答した者は，1 年生 84 名（88％）2 年生 98 名（98％）
であった。「いない」と回答した者はそれぞれ 10 名（10％）と 2 名（2％）であり，
多くの学生，特に 2 年生についてはほとんどの学生が「気になる子」がいたと回
答していた。保育現場の中で「気になる子」については，保育者養成校の学生の段
階から認識されていることがよくわかる。
なお，ここで注目すべき点は，僅かではあるが「気になる子」は「いない」と回
答した学生の存在である。「気になる」「ならない」というのは学生側の主観的な印
象に基づく判断である。「気になる子はいなかった」とした理由が，自分の行った
実習園にはたまたま存在しなかったのか，それとも回答した学生の感受性があまり
豊かでなかったり発達に関する知識がきわめて乏しく，子どもたちが示すサインに
気づかなかったことも考えられる。さらに，「あの子は気になる子だ」と特定の子
どもをピックアップして挙げることは，いわゆる「厄介な子ども」「問題児」とし
てのレッテル張りにつながることを危惧し（井口，2000），そうした保育観・子ど
も観から意識的に避けたのかもしれない。
（２）「気になる子」の性別について
学生が「気になる子」として挙げた子どもの性別は，1 年生は男児 66 名（77％），
女児 20 名（23％）であり，2 年生の場合は男児 86 名（82％），女児 19 名（18％）
であった。両学年とも男児の方が約 80％前後と圧倒的に多くの存在を見出してい
る。このような「気になる子」が男児に多くみられる傾向の結果は，現職保育者を
対象に調査を行った倉光（2004），吉村（2003），本郷・澤江・鈴木・小泉・飯島（2003）
でも認められており，軌を一にしている。なお，後述の（４）でまとめる「気にな
る子」の気になる点や，行動面の困難さを引き起こしている背景・要因の 1 つとして，
広汎性発達障害や注意欠陥／多動性障害（AD/HD）や学習障害（LD）等の発達障
害を考えるならば，例えば注意欠陥／多動性障害の出現率の男女比は概ね 4～5：1
と言われていることから（田中，2004），こうした側面からも納得できる結果である。
（３）「気になる子」の年齢について
1 年生については，5 歳児 23 名（26％），4 歳児 35 名（39％），3 歳児 26 名（29％），
3 歳未満児 4 名（4％）であり，2 年生では 5 歳児 39 名（35％），4 歳児 36 名（33％），
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3 歳児 27 名（25％），3 歳未満児 8 名（7％）であった。ほぼ 3 歳以上の子どもに
見られたようであるが，これについては 3 歳頃よりいわゆる「もう○歳なのに・・・」
といった年齢から推測される行動や発達の姿を示していないことが，「気になる」
子どもとして映りやすいからであろう。ただし，1年生，2年生ともに3～5歳児の「気
になる子」については，それぞれ 30％前後とそれほど際立った差異はなく，ほぼ
均等に分散した。この結果については，単に配属された学年・クラスがたまたまそ
うであったためと，機会による影響は考えられよう。このような自分が担当する学
年・クラスに「気になる子」が存在すると回答し，学年差が見られない傾向は，現
職保育者を対象にした吉村（2003）でも認められている。
（４）「気になる子」の気になる点について
「気になる子」の気になる点について求めた自由記述は，付表１および付表２の
ようにまとめられた。得られた記述はほとんどが短文であり，主に 1 つの文章に
1 つの気になる子どもの「気になる行動や姿」が記述されていた。ただし，本研究
では本郷ら（2003）のように，「気になる子」を『調査時点では何らかの障害があ
るとは認定されていないが…』と定義していなかったため，「発達障害」「自閉症」
「ADHD」「ダウン症」などの用語が含まれてしまった。
なお，1 年生と 2 年生の自由記述を比較したところ，気になる行動の幅や，発達
段階を考慮した上での記述等，若干の違いは見られたが，概ね上位の項目に相違は
見られなかった。
付表１および付表２の結果を大まかに分類するならば，上位に位置している項目
は「多動，落ち着きのなさ」といった行動の他に，「集団生活行動の不適応」「他児
への乱暴，衝動性」「認知発達」「パニックや奇声を上げるなどの情緒的混乱・セル
フコントロールの困難」「言葉やコミュニケーションの能力」といったことになる
であろう。
特に 1 年生，2 年生ともに多かった「多動」「落ち着きのなさ」「集団行動，全
体行動が苦手」という項目は先に述べた現職保育者を対象に調査を行った倉光
（2004），吉村（2003），本郷ら（2003）でも認められており，さらに本研究の調
査対象者と同じような保育者を目指す学生を対象に行った嶋野（2007）でも同様
の結果であった。つまり，保育者および保育者を目指す学生が，保育の中で「気に
なる子」として気にする部分は，子ども達の外顕的（overt）な行動面，特に多動
や集団生活行動がうまくいかないといったいわゆる保育者が「保育のしにくさ」を
示す子どもたちであり，このような傾向は改めて確認されたといえよう。
こうした結果になる理由としては，どうしても保育者自身が持つ「子どもは先生
の指示に従うものである」「子どもは先生の言うことを素直に聞くものである」「子
どもは進んで保育活動に参加するものである」といったビリーフが見え隠れしてお
り，また，わが国の大人が子どもに特に期待するものとして，「聞き分けがよく，
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手がかからず，親や教師の言うことをよく聞く子」「素直，従順な子」「他人に迷惑
をかけない子，思いやりがあり，友だちと仲良くできる子」といった発達期待があ
ること（東，1994）が影響しているように思われる。いわゆる「個性化の時代」
を生きてきた現代の学生でさえ，こうした社会化に関する信念を強く持っていると
推測されることは注目すべき点である。
（５）まとめと今後の課題
本研究の今後の課題としては，まず「気になる子」が幼稚園または保育園どちら
に在籍していたのか，それに年齢や性別を絡めた詳細な分析を行い，「気になる子」
の傾向・特徴を明らかにしていく必要がある。また，「気になる子」の微妙なニュ
アンスを伝達することが自由記述形式では難しい場合，個別面接による調査を試み
ることや観察法の手法を工夫することも必要であろう。
さらに，このような「気になる子」に関する研究の最終的な目標は，こうした子
どもたちに対する具体的なサポートや関わりを提供し検討していくことである。や
や古い調査ではあるが，保母養成のあり方研究会の報告（1997）によれば，保育
園（所）長に対し早急に充実すべき教科目はなにかを尋ねたところ「障害児保育に
関する教科目」は 42.3％と高く，また養成校の指導体制としては「知識より実践
に役立つ保育技術の習得に重点をおくべきである」が 27.3％であった（小林・小
沼，2002）。現場での実践力を養成校の段階から身に付けてほしいという現場から
のニーズに，養成校の教員は真摯に受け止める必要がある。しかしながら，これま
での保育者養成校のカリキュラムでは，時間的制約というハードルが非常に高く，
例えば『障害児保育』といった教科目においても障害の種類や特徴を学ぶといった
ことで精一杯であり，保育者となって「気になる子」を前にした時に，その子をど
のように分析し対応したら良いかといった方法論を学ぶ機会は決して多くはなかっ
たように思われる。
小瀬（2007）は本研究と同じように保育者養成校に所属する短期大学の学生を
対象に，「心身障害児教育Ⅰ」という授業と「教育実習」「保育実習」の体験が「障
害理解」にどのような変容をもたらすかについての研究を行っている。それによる
と概ねこれらの授業や実習によって短期間の間に障害理解の深化が進んだと結論づ
けているが，障害別の理解においては保育現場で「気になる子」に多いと思われる
注意欠陥／多動性障害や学習障害などの発達障害は，授業・実習を通しても「あま
りわからない」と回答している者が約 60％と高い割合であり，この方面の難しさ
が特に理解できる。したがって，今後は小林・小沼（2002）が行ったような養成
校においての授業内容の検討も行い，「気になる子」に対する具体的な関わりかた
をも学べるような授業や，「気になる子」が気にならなくなるような枠組みの変化
を促すための授業など，こうした側面からのアプローチによる研究も必要となって
くるであろう。
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最後に，わが国においては 2007 年度から本格的に特別支援教育が始まり，小学
校以上の教育現場だけでなく，幼稚園や保育所といった保育現場においても一人ひ
とりに応じた保育が目指されるようになった。今や保育現場においてもクラスの中
に 4～6 人は「気になる子」が存在するとされており（木原，2006），もはや加配任せ，
マンツーマンで付く人手が不足しているから良い支援ができないとは言えない時代
である。「気になる子」をどう認識するかによって，保育行動に反映されることは
自明であるが，「気になる子」は気になる姿や行動を保育者に呈することで，自分
を気にして欲しい，関わりを変えてみて欲しいと訴えているのではないか，つまり
言い換えれば「気になる子」は保育の中で保育者が特別に「気にしなければならな
い子」「その子に合った関わりを構築していかなければならない子」であると言え
るのではないだろうか。保育者および保育者を目指す学生は，発達障害等に関する
最低限の専門的知識を習得することは言うまでもないが，「気になる子」の保育を
考えるに当たっては，改めて子どもの「個性」や「気質」といったことも養成校段
階では見つめ直し，特別支援教育の考え方を理解させる必要があるように思う。
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付表１　「気になる子ども」の自由記述（1 年生） 付表２　「気になる子ども」の自由記述（2年生）
──────────────────── ────────────────────
・多動 19 ・多動 60
・集団行動が苦手 16 ・全体行動が苦手 37
・落ち着きがない 10 ・こだわり行動 25
・こだわり行動 10 ・友達に手をあげる 16
・1 人遊び 10 ・言語障害 12
・衝動的 9 ・コミュニケーションが苦手 11
・言語能力 7 ・自閉症 9
・奇声をあげる 6 ・パニックを起こす 8
・注意散漫 6 ・癇癪を起こす 8
・（多分）発達の遅れ 5 ・視線が合わない 7
・パニックを起こす 4 ・奇声をあげる 6
・変化に弱い 4 ・1 人遊びをしている 4
・おとなしい 4 ・環境の変化に弱い 4
・数をかぞえられない 3 ・なかなか寝ない 3
・先生の言うことを聞かない 3 ・ADHD 3
・コミュニケーションが苦手 3 ・発達障害 3
・視線が合わない 3 ・オウム返し 3
・次への取りかかりが遅い 3 ・場面緘黙 3
・自分中心 3 ・気持ちの切り替えが苦手 2
・大人っぽい 3 ・無表情 2
・場面緘黙 2 ・水が好き 2
・甘えたがり 2 ・無口 1
・注意されてもおしゃべりが多い 2 ・手先の発達 1
・発達障害 2 ・偏食 1
・友達に手をあげる 1 ────────────────────
・オウム返し 1
・自閉症 1
・ルールが理解できない 1
・人の話を聞かない 1
・独り言がある 1
・自傷行為 1
・いきなり唾を吐く 1
・友達が遊んでいるのを見ている 1
・バスを降りようとしない 1
・話し方 1
・突然やりたい事を始める 1
・高い所が好き 1
・暴れる 1
・頭で分かっていても違い事をする 1
・自分の世界に入る 1
・ダウン症 1
・ピアノの音が嫌い 1
・絵が同じように書けない 1
・肢体不自由 1
・理解能力 1
────────────────────
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